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代表理事交代挨拶代表理事交代挨拶代表理事交代挨拶代表理事交代挨拶 

 

平成から令和の時代に入り、新しい希望の時代へと舵

が切られたと期待していました。しかし、令和２年のこの

年が、新型コロナウイルスによる感染症との戦いの年に

なり、世界的な苦難の年になるとは予想もできなかった

事態でした。また、今の世の中がこれまでの歴史や経験の

延長によって未来が見通せる時代でなくなり、予測を超

えたスピードと振幅でグローバルに変化する時代へと進

んで行っているように思えます。この時に、私が公益財団

法人 岡山工学振興会の代表理事をお引き受けすること

になりました。 

翻って、本財団は「岡山県における理工学に関する研究を振興するとともに、先端技術の向上を目

指した大学と産業界等との連携を図り、もって学術及び技術開発の進展に寄与することを目的とする。」

を趣旨として、平成元年（１９８９年）に設立されました。以来、３１年が経過する中で、６人の代表

理事（理事長）の方々が財団の運営のためにご尽力されてきました。これまでの皆様は財団設立のご苦

労を経験され、また、設立時の熱い使命感に導かれた方々でした。私は、平成１９年から、鳥居滋理事

長、小西忠孝代表理事、及び直前の古賀隆治代表理事の下で、業務執行理事として参画させて頂いてき

ましたが、設立に関与していない者として初めての代表理事であり、しかも、この激変の年に本職責を

仰せつかったことを重く受け止め、その責務の大きさを感じています。 

国立大学の独立行政法人化や日本の経済低迷を背景に、基礎研究への経費支援の低下が叫ばれて久

しくなりました。また、得られた研究資金も目的や使途が限定され、研究の醍醐味である思わぬ発見―

セレンディピティ―を楽しむゆとりもなくなってきているのではないでしょうか。そうした中で、で

きるだけ「限定」でなく「自由度」の大きい本財団からの研究支援は意義があると考えています。 

その原資となっている財団資金は、創設以来、県内を中心とした企業からご支援戴いたものであり、

また、現在も企業及び個人の賛助会会員の方々からの貴重なご支援を戴いています。また、公益財団法

人「岡山県産業振興財団」からのご支援も戴いています。本財団の趣旨にご賛同下さり、直接の「見返

り」を求めず資金提供をして戴いている皆様に深く感謝申し上げますと共に、本財団がそれらの篤志
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を有効に活用して使命を果たすことが出来ることを願っています。 

幸い、本財団には理事会、評議員会、選考委員会、監事、顧問、及び事務局等の体制が整備されて

います。皆様からの知恵と力を戴きながら本財団の運営に尽くしたいと思いますので、一層のご指導・

ご支援の程よろしくお願い申し上げます。 

 

令和令和令和令和２２２２年度学術研究助成等の採択について年度学術研究助成等の採択について年度学術研究助成等の採択について年度学術研究助成等の採択について 

 

(公財)岡山工学振興会ニュース第 117 号（2020 年 3 月発行）で公募いたしました令和２年度学術研

究助成について、過日研究助成選考委員会が開催され、次のとおり採択課題等が決まりました。今回の

助成内容は次のとおりです。 

 

1.1.1.1. 学術研究の助成学術研究の助成学術研究の助成学術研究の助成    

4 月 10 日締め切りました本年度の研究助成の応募件数は、特別研究 7 件、一般研究 16 件、萌芽研

究 5 件、計 28 件、採択件数 11 件に対して 2.5 倍の応募でした。 

また、岡山県技術振興基金事業「若手研究者支援助成金事業」による「岡山県産業振興財団科学技

術賞」の「産業先行研究」は、5 件の応募に対し、4 件を採択しました。 

研究助成の選考は、専門分野の審査員による審査を経て、去る 5 月 22 日（金）に開催された研究

助成選考委員会（委員長 梶谷浩一 (公社)山陽技術振興会事務局長）により行われました。 

採択課題及び研究代表者は次のとおりです。  
 

種 別 所属機関 職･氏名 研 究 題 目 
助成額 

(万円) 

特別研究特別研究特別研究特別研究    

内山勇三内山勇三内山勇三内山勇三    

科学技術賞科学技術賞科学技術賞科学技術賞    

岡山大学大学院 

医歯薬学総合研究科 

准教授 

加来田 博貴 

レチノイドＸ受容体を標的とする被

験物質の迅速かつ簡便な結合性・機

能性同時検出技術の開発 

200 

岡山大学大学院 

自然科学研究科 

教授 

坂倉  彰 

高度に官能基化された四級アミノ酸

の立体選択的合成法の開発と創薬化

学への展開 

200 

一般研究一般研究一般研究一般研究    

岡山工学岡山工学岡山工学岡山工学    

振興会振興会振興会振興会    

科学技術賞科学技術賞科学技術賞科学技術賞    

岡山大学 

異分野基礎科学研究所 

准教授 

後藤 秀徳 

局所磁場によるグラフェンの電子散

乱制御 
70 

岡山大学 

異分野基礎科学研究所 

准教授 

村岡 祐治 
曲がる超硬炭素材料の開発 70 

岡山大学大学院 

自然科学研究科 

准教授 

塩田  忠 

人工関節用金属材料の耐トライボ腐

食性の向上 
70 

岡山大学大学院 

自然科学研究科 

准教授 

高石 和人 
キラル大環状芳香環多量体の合成 70 

岡山県立大学 

情報工学部 

教授 

春木 直人 

収着発熱反応を利用して快適性を実

現する高分子収着剤繊維不織布の開

発 

70 
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萌芽萌芽萌芽萌芽研究研究研究研究    

岡山工学岡山工学岡山工学岡山工学    

振興会振興会振興会振興会    

科学技術賞科学技術賞科学技術賞科学技術賞    

岡山大学 

異分野基礎科学研究所 

助教 

千住 洋介 

脂質結合タンパク質に着目した上皮

間葉移行の新規分子機構の解明 
40 

岡山大学大学院 

自然科学研究科 

助教 

佐藤 英祐 

インドールの陽極酸化を鍵とする 1, 

2-転位反応の開発とその利用 
40 

岡山大学大学院 

ﾍﾙｽｼｽﾃﾑ統合科学研究科 

助教 

王 璡 

テラヘルツ波を用いた TNT 爆薬イメ

ージセンサーの開発 
40 

岡山大学 

異分野融合先端研究コア 

助教(特任) 

古茂田 将人 

粘性溶液中での二次元炭素材料の配

向とスクリーン印刷による配向三次

元電極の作製 

40 

産業先行研究産業先行研究産業先行研究産業先行研究    

岡山県産業岡山県産業岡山県産業岡山県産業    

振興財団振興財団振興財団振興財団    

科学技術賞科学技術賞科学技術賞科学技術賞    

岡山大学大学院 

自然科学研究科 

講師 

山田  寛 
潜熱蓄熱カプセルのナノスケール化 40 

岡山大学大学院 

自然科学研究科 

助教(特任) 

井上 寛隆 

触媒金属の精密制御による長尺・高

密度・高結晶カーボンナノチューブ

合成 

40 

岡山大学大学院 

自然科学研究科 

助教 

髙橋 明子 

太陽光発電と電気自動車を用いた電

力系統安定化制御法 
40 

岡山大学大学院 

環境生命科学研究科 

助教 

新 史紀 
機能性高性能高分子の一次構造制御 40 

 

令和令和令和令和２２２２年年年年度学術研究助成度学術研究助成度学術研究助成度学術研究助成    研究題目・研究目的研究題目・研究目的研究題目・研究目的研究題目・研究目的    

 

ⅠⅠⅠⅠ. . . . 特別研究特別研究特別研究特別研究        内山勇三科学技術賞内山勇三科学技術賞内山勇三科学技術賞内山勇三科学技術賞    

レチノイドＸ受容体を標的とする被験物質の迅速かつ簡便な結合性・機能性同時検出技術のレチノイドＸ受容体を標的とする被験物質の迅速かつ簡便な結合性・機能性同時検出技術のレチノイドＸ受容体を標的とする被験物質の迅速かつ簡便な結合性・機能性同時検出技術のレチノイドＸ受容体を標的とする被験物質の迅速かつ簡便な結合性・機能性同時検出技術の

開発開発開発開発    

岡山大学大学院岡山大学大学院岡山大学大学院岡山大学大学院医歯薬学総合研究科医歯薬学総合研究科医歯薬学総合研究科医歯薬学総合研究科    准准准准教授教授教授教授    加来田加来田加来田加来田    博貴博貴博貴博貴    
 

レチノイド X 受容体（RXR）は、炎症反応の結果生じる認知症、2 型糖尿病、肥満、炎症性腸疾患に

対し、治癒または発症抑制できる物質の標的となりうることが報告されており注目されている。一方

で、RXR 活性化能を評価するシステムに注目すると、既存の方法では細胞用の特別な実験設備に加え、

結果を得るのに 3–4 日を要することなど課題が残る。申請者らはこれらの課題解決を目的に研究を進

め、細胞を使うことなく汎用的な蛍光プレートリーダーにて、数時間内に、被験物質（評価物質）の

RXR 結合性の判断を可能にするシステムを創出してきた。その成果については、昨年、Journal of 

Medicinal Chemistry 誌にて論文発表するとともに、岡山大学のプレスリリース（2019 年 9 月 27 日）

ならびに Okayama University Medical Research Updates （OU-MRU） Vol.72 にて発表している。し

かしながら、本技術には、１）ラジオアイソトープ（放射性同位体）を用いる方法との相関性が劣るこ

と、２）調べる試料の RXR に対する作動性と拮抗性が判定できないこと、が課題として残る。本研究で

は、この課題を解決した被験物質の迅速かつ簡便な結合性・機能性同時検出技術の開発を目指す。本研

究の完成は、上述する治療薬シーズの探索のみならず、血液や糞尿中の RXR 結合性物質の検出等への

応用が期待される。 

 

高度に官能基化された四級アミノ酸の立体選択的合成法の開発と創薬化学への展開高度に官能基化された四級アミノ酸の立体選択的合成法の開発と創薬化学への展開高度に官能基化された四級アミノ酸の立体選択的合成法の開発と創薬化学への展開高度に官能基化された四級アミノ酸の立体選択的合成法の開発と創薬化学への展開    

岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科    教授教授教授教授    坂倉坂倉坂倉坂倉        彰彰彰彰    
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ポスト抗体医薬となる新ジャンル医薬品の１つとして、ペプチド医薬が注目を集めている。ペプチ

ドは、数個〜数十個のアミノ酸が連結した化合物である。インスリンをはじめとする様々なペプチド

が生体内でホルモンや情報伝達物質として働いており、これらのアミノ酸配列やアミノ酸の構造を改

変した化合物は、医薬品として優れた機能を示す。ペプチド医薬に新たな機能を付与するには、アミ

ノ酸配列を設計するのみならず、新しい構造のアミノ酸を設計・合成することも必要となる。ペプチ

ド医薬で問題となる消化酵素に対する耐性や細胞膜に対する透過性を向上させるためには、適切に設

計された非天然型アミノ酸を用いるのが有効である。そのため、様々な非天然型アミノ酸の立体選択

的な合成法の開発が強く望まれている。 

このような背景のもと、本応募研究では、高度に官能基化された非天然型アミノ酸の１つとして β-

ヒドロキシ四級アミノ酸（β-ヒドロキシ-α, α-二置換アミノ酸）に着目した。この構造は、ペプチド医

薬の構築単位として有用であるだけでなく、抗腫瘍性物質のアルテミシジンやグルタミン酸受容体ア

ンタゴニストのカイトセファリンをはじめとする様々な生物活性物質に含まれる重要な骨格である。

申請テーマの研究が進展し、様々な四級アミノ酸誘導体を立体選択的に化学合成できるようになれば、

創薬化学のさらなる進展に大いに貢献することができる。本研究は、岡山市が掲げる医療センター構

想に直接的につながる研究である。 

    

ⅡⅡⅡⅡ. . . . 一般研究一般研究一般研究一般研究    岡山工学振興会科学技術賞岡山工学振興会科学技術賞岡山工学振興会科学技術賞岡山工学振興会科学技術賞 

局所磁場によるグラフェンの電子散乱制御局所磁場によるグラフェンの電子散乱制御局所磁場によるグラフェンの電子散乱制御局所磁場によるグラフェンの電子散乱制御    

岡山大学岡山大学岡山大学岡山大学異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所    准教授准教授准教授准教授    後藤後藤後藤後藤    秀徳秀徳秀徳秀徳    

 

本研究の目的は、局所的に空間変化する磁場によって伝導電子の散乱を制御することである。従来、

電界効果トランジスタ (FET) のように電界を加えて電荷密度および伝導度を変化させる方法が広く

行われているが、磁界を用いて伝導を制御するのが本研究の新規性である。これまで試みられなかっ

た原因として 

1) 磁場は電流からの距離に反比例して減少するため、局所的に加えることが困難である。 

2) 局所的に磁場を加えられたとしても、それによって伝導が変化しない。 

ことがあげられる。本研究では 1) の問題を金属細線ゲートに電流を流すことで実現する。磁場分布の

数値計算によれば、細線幅の空間スケールで大きさと向きが変化する磁場を生成できる。また、2) の

問題については、磁場以外の要因で容易に電子が散乱されない物質、つまり電子が散乱されずに進む

距離（平均自由行程）が 1 μm を超えるグラフェンを用いることによって解決する。2 次元単原子層で

あるグラフェンを用いることで、細線ゲート下を通過する電子は微小領域内で鋭く空間変化する磁場

をうける。それによって軌道とスピンが影響を受け、伝導が変化すると期待される。さらに、多数の金

属細線ゲートを作ることで、周期磁場下の電子物性も議論できる。 

本研究課題は、電子物性の基礎原理を明らかにしようとする点に学術的価値がある。基礎研究の面

白さを小中学校生や大学生に伝え、好奇心をかき立てることで、将来を見据えた岡山県の科学技術社

会の発展に貢献することができると考えている。 

 

曲がる超硬炭素材料の開発曲がる超硬炭素材料の開発曲がる超硬炭素材料の開発曲がる超硬炭素材料の開発    

岡山大学岡山大学岡山大学岡山大学異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所    准教授准教授准教授准教授    村岡村岡村岡村岡    祐治祐治祐治祐治    

 

本研究では Q-カーボンに潜む優れた機械的特性の顕在化をめざす。Q-カーボンをマイカ基板上に作

製して曲げ試験を行い、靭性を調べる。研究により、Q-カーボンが靭性と硬さを兼ね備えた、フレキシ

ブルな超硬質材料であることを明らかにする。 

切削工具用の硬質材料には、ダイヤモンド焼結体、cBN、Al2O3系や Si3N4系のセラミックス、TiCN 基

サーメットや WC 基超合金等が用途に応じて使用されている。しかし、金型・電子・光学・バイオ部品

などで素材が多様化し、かつ微細・精密化が進む近年、どんな素材の加工にも対応できる切削工具用硬
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質材料の開発が求められている。そのような硬質材料に要求される重要な特性は高硬度と高靭性であ

るが、一般には硬さと靭性は相反するため、両方を兼ね備えた材料はない。高靭性、高硬質を目指した

材料開発が切望されている。 

申請者は硬質材料で高靭性を達成するために、Q-カーボンのアモルファス性に着目した。金属系で

はアモルファス金属は従来の結晶質金属に比べて優れた強度や靭性を有することが知られている。炭

素系材料でも、金属系と同様だと考えた。アモルファス金属の例を Q-カーボンに適用している点に着

想の特徴がある。また、フレキシブルなマイカ基板上に Q-カーボンを作製して靭性調査をするアプロ

ーチも本研究の特徴である。Q-カーボンは、ダイヤモンド膜の場合とは違い界面でグラファイトを形

成しない。このため、基材との密着性が良い。Q-カーボンを既存の切削工具材料にコーティングすれ

ば、高靭性、高硬質と高密着を兼ね備えた工具を実現できる。 

岡山県には難削材等の切削加工や微細加工を得意とする企業が多い。本研究の Q-カーボンを難削材

の切削工具にコーティングすることで、従来の切削工具に比べ、高硬度、高耐摩耗性、高接着性の機械

的特性を実現できる。難削材の加工や微細加工の効率を上げ、技術を高めることになる。本研究は岡山

県の特徴である材料加工技術を強化し、その発展に貢献できる。 

 

人工関節用金属材料の耐トライボ腐食性の向上人工関節用金属材料の耐トライボ腐食性の向上人工関節用金属材料の耐トライボ腐食性の向上人工関節用金属材料の耐トライボ腐食性の向上    

岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科    准教授准教授准教授准教授    塩田塩田塩田塩田        忠忠忠忠    

 

本研究では、人工関節の不具合原因の一つとされる微小すべりの繰り返しによる表面損傷（フレッ

ティング）と異種金属接触腐食（ガルバニック腐食）を抑制するためのコーティングを開発し、人工関

節の長寿命化に貢献することを目的とする。 

超高齢化に伴い増加している関節疾患の有効な治療法として、人工股関節・膝関節置換術がある。

その手術数の増加に伴い、人工関節の需要も年々増加している。現在、チタン合金ステムとコバルト・

クロム合金ヘッドを嵌合接合した人工股関節が多く使われている。この場合、ステムとヘッドの接合

界面には微小な隙間があり、微小すべりが繰返し生じてフレッティングが発生する。さらに、ステム−

ヘッド接合界面には関節液が満たされており、ガルバニック腐食が生じる。このようなフレッティン

グとガルバニック腐食による人工関節周辺組織の炎症が報告されている。しかし、フレッティングや

ガルバニック腐食の防止策は確立されておらず、現在の人工関節の長寿命化のためには、解決すべき

問題の１つと考えられる。フレッティングの防止策の 1 つとして、表面硬度を向上させる表面処理が

有効と考えられる。また、ガルバニック腐食の防止策の 1 つとして、接合界面に耐食性が高い絶縁体

を導入し、異種金属間に流れる電流を抑制することが考えられる。そこで、本研究ではチタン合金基材

上に絶縁性セラミック薄膜をコーティングすることにより、ステム-ヘッド接合界面でのフレッティン

グとガルバニック腐食の抑制を目指す。 

岡山県では、次世代医療機器産業の拠点形成を目指した取り組みなど、医工連携による開発が進め

られており、本研究はそのような取り組みの発展に貢献できると考えられる。 

 

キラル大環状芳香環多量体の合成キラル大環状芳香環多量体の合成キラル大環状芳香環多量体の合成キラル大環状芳香環多量体の合成    

岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科    准教授准教授准教授准教授    高石高石高石高石    和人和人和人和人    

 

円偏光発光性 (CPL; Circularly Polarized Luminescence) は、色素がキラルであるかキラルな環

境にある際に発現しうる光学特性の一つである。円偏光発光色素は、高密度記録素子、3D ディスプレ

イ、偽造防止用塗料等への利用が見込まれており、近年、国内外で開発研究が活発である。しかし既存

の円偏光発光色素の多くは光学分割が必要であるため、優れた性質を示しても大量供給が困難であり、

応用研究へ移行しにくい。また、色素の立体構造と特性の相関に関する情報は乏しく、その確立が求め

られている。 

本研究では光学分割を必要とせず、容易に合成できる円偏光発光色素の開発を目指し、キラル大環
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状ナフタレン多量体を設計した。軸性キラルナフタレン二量体をモノマー単位とし、各種カップリン

グ反応によって合成する予定である。我々はこれまでにナフタレン多量体を基盤とする鎖状色素をい

くつか開発してきた。環状/鎖状で特性にどのような差異が生じるかに注目しながら研究を進める。 

岡山県の化学工業は県の強みであり、各種色素を扱う企業も多い。円偏光発光色素の研究分野で、

我が県の化学工業の発展に貢献したい。 

 

収着発熱反応を利用して快適性を実現する高分子収着剤繊維不織布の開発収着発熱反応を利用して快適性を実現する高分子収着剤繊維不織布の開発収着発熱反応を利用して快適性を実現する高分子収着剤繊維不織布の開発収着発熱反応を利用して快適性を実現する高分子収着剤繊維不織布の開発    

岡山県立大学情報工学部岡山県立大学情報工学部岡山県立大学情報工学部岡山県立大学情報工学部    教授教授教授教授    春木春木春木春木    直人直人直人直人    

 

研究の学術的背景研究の学術的背景研究の学術的背景研究の学術的背景    

通常、人間は自身の快適性の向上や体温調節機能を補助させ

るため、着衣着衣着衣着衣を行っている。これは右図のように、着衣によって

人体（皮膚）と衣服の間に形成される衣服内気候衣服内気候衣服内気候衣服内気候での温度と湿度、

および外気間との気流を調整することによって、人体にとっての

快適条件（温度：32±1℃、湿度：50±10 ％、気流：25±15 cm/sec）

を得るためである。 

人体における快適性を向上させるためには、この衣服内気候の温度、湿度、気流をより積極的に制

御する必要がある。例えば、研究代表者は、これまでの研究活動において、体温に起因した自然対流を

用いた衣服内気候の気流の制御による快適性向上に関する研究を行ってい

る。 

本申請テーマでは、人体の快適性向上を目指した別のアプローチとして、

右図のように、吸湿発熱繊維吸湿発熱繊維吸湿発熱繊維吸湿発熱繊維による衣服を着用し、発汗等で生じる水分吸収

と、それに伴う吸湿発熱反応によって、衣服内気候の温度・湿度を制御する

方法に着目した。この吸湿発熱繊維は、細孔を有する繊維表面に空気中の水

蒸気を結合して取り込む吸着現象での吸湿とともに、吸着熱によって発熱す

る。既に吸湿発熱繊維自体はヒートテック等で実用化されているが、既存の

吸湿発熱繊維（主にアクリル繊維等）には、次の欠点が指摘されており、改

善すべき状況である。 

１． 衣服全体に対する吸湿発熱繊維の使用割合が低い（全体の数％～20％程度）ため、吸湿量が低く、

また吸着による発熱量と発熱持続期間も短い。 

２． 既存の吸湿発熱繊維の衣服全体に対する使用割合は、主に経験的に決められた値であり、工学的

や快適性の評価的には根拠のある値ではない。 

３． 実際に吸湿発熱繊維を用いた衣服を使用した場合、人の快適性評価に関するデータはない 

４． 吸湿発熱繊維から水分が脱着する際には逆に吸熱反応を示し、体温を低下させる。 

 

本申請課題で提案する新たな衣服内気候調整方法本申請課題で提案する新たな衣服内気候調整方法本申請課題で提案する新たな衣服内気候調整方法本申請課題で提案する新たな衣服内気候調整方法    

人の快適性を向上させるため、上記の欠点を解消してより効果的に吸湿発熱反応を利用するには、

単位体積当たりの発熱量が大きく単位体積当たりの発熱量が大きく単位体積当たりの発熱量が大きく単位体積当たりの発熱量が大きく、、、、かつ発熱持続期間が長い特性を持つ吸湿発熱繊維かつ発熱持続期間が長い特性を持つ吸湿発熱繊維かつ発熱持続期間が長い特性を持つ吸湿発熱繊維かつ発熱持続期間が長い特性を持つ吸湿発熱繊維を用いる必要が

ある。研究代表者は、この条件を満足する新たな吸湿発熱繊維として、高分子収着剤繊維高分子収着剤繊維高分子収着剤繊維高分子収着剤繊維に着目した。 

この高分子収着剤繊維は、岡山県内に工場を持つ日本

エクスラン工業株式会社が空調用素材として開発、販売

している高分子収着剤を繊維状に加工したものである。

この高分子収着剤は、下図のようにポリアクリル酸系高

分子鎖に架橋点を有した構造を有している。このため、

空気中の水蒸気を高分子収着剤の表面に吸着した際、架

橋点を中心に収着剤が膨張して自らの内部へも水蒸気
日本エクスラン工業株式会社 HP より 
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を吸収することができるため、既存の吸湿発熱素材よりも吸着量（および吸着熱）が大きい特性を有し

ている。さらに、この高分子収着剤を用いた繊維は、発熱量が比較的大きいだけでなく、繊維内を水分

が移動することによって、水分の吸湿と脱着を同時に行うことができるため、連続的な発熱と吸熱反

応を得ることが可能である。 

 

本申請課題の研究目的本申請課題の研究目的本申請課題の研究目的本申請課題の研究目的    

本研究の最終目標は、この高分子収着剤繊維を用いた新たな吸湿発熱不織布作製に必要なデータで

ある「「「「不織布の吸湿発熱現象による人体の快適性への影響不織布の吸湿発熱現象による人体の快適性への影響不織布の吸湿発熱現象による人体の快適性への影響不織布の吸湿発熱現象による人体の快適性への影響」を把握すること」を把握すること」を把握すること」を把握することである。そのために本申

請課題では、衣服内気候における高分子収着剤繊維を使用した吸湿発熱不織布の吸湿発熱現象を明ら衣服内気候における高分子収着剤繊維を使用した吸湿発熱不織布の吸湿発熱現象を明ら衣服内気候における高分子収着剤繊維を使用した吸湿発熱不織布の吸湿発熱現象を明ら衣服内気候における高分子収着剤繊維を使用した吸湿発熱不織布の吸湿発熱現象を明ら

かにするかにするかにするかにする必要がある。特に、衣服使用を想定した不織布は、高分子収着剤繊維とポリエステル繊維から

作製されるため、次の要因が吸湿発熱現象に影響すると予想される。 

予想される要因：高分子収着剤繊維の使用割合、不織布の目付量、不織布厚さ、  

        衣服内気候内空気の流動状態、 

その一方、発熱量が人体にとって過剰となる場合には、火傷等の身体傷害に繋がる可能性があるた

め、吸湿発熱による発熱量や不織布温度も測定する必要がある。 

    

ⅢⅢⅢⅢ....    萌芽萌芽萌芽萌芽研究研究研究研究    岡山工学振興会科学技術賞岡山工学振興会科学技術賞岡山工学振興会科学技術賞岡山工学振興会科学技術賞 

脂質結合タンパク質に着目した上皮間葉移行の新規分子機構の解明脂質結合タンパク質に着目した上皮間葉移行の新規分子機構の解明脂質結合タンパク質に着目した上皮間葉移行の新規分子機構の解明脂質結合タンパク質に着目した上皮間葉移行の新規分子機構の解明    

岡山大学岡山大学岡山大学岡山大学異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所異分野基礎科学研究所    助教助教助教助教     千住千住千住千住    洋介洋介洋介洋介    

 

上皮細胞は、細胞同士がアドへレンスジャンクション (AJ)、タイトジャンクション (TJ) といった

特殊化した接着構造を形成する。TJ は、膜タンパク質及び膜脂質の移動を制限することにより、頂端

領域と基底領域を区分し、細胞と細胞の隙間の物質の出入りを制御している (バリア機能)。AJ は、カ

ドヘリン分子がアクチンフィラメント (F-アクチン) と結合することにより、接着構造を形成する。

細胞間接着の破綻は、細胞極性の消失と上皮間葉移行細胞間接着の破綻は、細胞極性の消失と上皮間葉移行細胞間接着の破綻は、細胞極性の消失と上皮間葉移行細胞間接着の破綻は、細胞極性の消失と上皮間葉移行    (EMT; Epithelial(EMT; Epithelial(EMT; Epithelial(EMT; Epithelial----Mesenchymal Transition) Mesenchymal Transition) Mesenchymal Transition) Mesenchymal Transition) 

を誘導し、を誘導し、を誘導し、を誘導し、がんがんがんがん細胞の転移を促進することが知られている。細胞の転移を促進することが知られている。細胞の転移を促進することが知られている。細胞の転移を促進することが知られている。しかしながら、細胞間接着の形成と維持

のメカニズムには、未解明な課題が多く残されている。 

近年、BAR (Bin/amphiphysin/Rvs) ドメインタンパク質と呼ばれる細胞膜の形態形成を担うタンパ

ク質ファミリーが、エンドサイトーシスやフィロポディア (糸状仮足) のような、細胞膜のダイナミ

ックな形態変化を伴う細胞活動に関わっていることが明らかにされてきた (Saarikangas and 

Lappalainen et al., 2010; Suetsugu and Senju et al., 2010)。BAR ドメインタンパク質のサブファ

ミリーに属する I-BAR ドメインタンパク質は、三日月形の二量体を形成し、凸面側の表面は塩基性ア

ミノ酸に富んでいるため正に帯電している。したがって、負に帯電した細胞膜と凸面で静電相互作用

により結合し、フィロポディアのような細胞膜の突出構造を形成する (Mattila and Lappalainen et 

al., 2007; Mattila and Lappalainen, 2008; Saarikangas and Lappalainen et al., 2009; Scita, 

Lappalainen and Suetsugu et al., 2008)。I-BAR ドメインタンパク質として MIM (missing-in-

metastasis) が知られている。MIM は、負電荷を持つイノシトールリン脂質である PI(4、5)P2と親和

性が高く、ノックアウトマウスを用いた表現型の解析から、上皮細胞における細胞間接着、特に AJ の

維持に関与していることが示されている (Saarikangas and Lappalainen et al., 2011)。MIM は N 末

端に I-BAR ドメイン、C 末端に WH2 (WASP homology 2) ドメインを持つ。WH2 ドメインはアクチンモノ

マー (G-アクチン) に結合するので、MIM は細胞膜と F-アクチンの仲立ちをすることで、上皮細胞に

おける細胞間接着を維持していると考えられる。 

したがって、本研究の目的は、細胞膜の変形能を有する本研究の目的は、細胞膜の変形能を有する本研究の目的は、細胞膜の変形能を有する本研究の目的は、細胞膜の変形能を有する BARBARBARBAR ドメインタンパク質の機能を定量的にドメインタンパク質の機能を定量的にドメインタンパク質の機能を定量的にドメインタンパク質の機能を定量的に

明らかにすることで、上皮細胞の細胞間接着形成の分子メカニズムを、細胞膜の形態に着眼して解明明らかにすることで、上皮細胞の細胞間接着形成の分子メカニズムを、細胞膜の形態に着眼して解明明らかにすることで、上皮細胞の細胞間接着形成の分子メカニズムを、細胞膜の形態に着眼して解明明らかにすることで、上皮細胞の細胞間接着形成の分子メカニズムを、細胞膜の形態に着眼して解明

することすることすることすることである。 

これまでの研究とは異なり、この研究計画は細胞間接着の形成機構、形態的な意義を、タンパク質の
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立体構造に基づいて理解していく点で新しい概念である。また、申請者が着眼している I-BAR ドメイ

ンタンパク質 MIM は、非転移性細胞に発現がみられるが、転移性がん細胞では発現が抑制されている

腫瘍抑制因子である。そして、EMT 獲得に伴うがんの悪性度と MIM の発現は逆相関することが明らかに

されている。つまり、MIM は細胞極性や EMT の制御にも中心的な役割を果たすがん転移抑制タンパク質

と考えられる。したがって、MIMMIMMIMMIM の分子機構を解明することで、上皮細胞の分子機構を解明することで、上皮細胞の分子機構を解明することで、上皮細胞の分子機構を解明することで、上皮細胞の細胞間接着と極性形成の制の細胞間接着と極性形成の制の細胞間接着と極性形成の制の細胞間接着と極性形成の制

御機構を形態学的に理解することに加えて、御機構を形態学的に理解することに加えて、御機構を形態学的に理解することに加えて、御機構を形態学的に理解することに加えて、EMTEMTEMTEMT とがん転移の分子基盤を明らかにすることにもつなとがん転移の分子基盤を明らかにすることにもつなとがん転移の分子基盤を明らかにすることにもつなとがん転移の分子基盤を明らかにすることにもつな

がると確信している。例えば、がると確信している。例えば、がると確信している。例えば、がると確信している。例えば、MIMMIMMIMMIM やその相互作用分子に対する阻害物質や促進物質をつくることで、やその相互作用分子に対する阻害物質や促進物質をつくることで、やその相互作用分子に対する阻害物質や促進物質をつくることで、やその相互作用分子に対する阻害物質や促進物質をつくることで、

抗がん剤をスクリーニングし、がんなどの疾患の予防、病態解明、および新たな治療法の開発につな抗がん剤をスクリーニングし、がんなどの疾患の予防、病態解明、および新たな治療法の開発につな抗がん剤をスクリーニングし、がんなどの疾患の予防、病態解明、および新たな治療法の開発につな抗がん剤をスクリーニングし、がんなどの疾患の予防、病態解明、および新たな治療法の開発につな

がると考える。将来的には、岡山県における科学技術社会、生命科学や医学の進歩、発展に貢献できがると考える。将来的には、岡山県における科学技術社会、生命科学や医学の進歩、発展に貢献できがると考える。将来的には、岡山県における科学技術社会、生命科学や医学の進歩、発展に貢献できがると考える。将来的には、岡山県における科学技術社会、生命科学や医学の進歩、発展に貢献でき

ると考える。ると考える。ると考える。ると考える。 

    

インドールの陽極酸化を鍵とするインドールの陽極酸化を鍵とするインドールの陽極酸化を鍵とするインドールの陽極酸化を鍵とする 1, 21, 21, 21, 2----転位反応の開発とその利用転位反応の開発とその利用転位反応の開発とその利用転位反応の開発とその利用    

岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科    助教助教助教助教    佐藤佐藤佐藤佐藤    英祐英祐英祐英祐    

 

インドール環は電子豊富な芳香環であり酸化されやすい。実際に、生体内では酸化酵素、有機合成

化学的には酸化剤の影響を受け、1,2-転位を起こしてオキシインドールが形成される。この化学変換を

有機合成で引き起こすには、有毒な酸化剤が当量以上必要である点が問題となる。これを解決するた

め、本研究では『陽極酸化を利用したインドールの新規 1,2-転位反応の開発』に取り組む。 

陽極酸化反応は通常の試薬を用いる有機化学変換とは異なり、電気を駆動力とすることで環境低負

荷な化学変換を実現する。申請者の行う研究は、インドール化合物を陽極酸化によって効率的に合成

する手法を提供するものである。研究期間内に、インドール化合物を用いた陽極酸化反応による転位

反応の条件を確立するとともに、その反応条件の最適化や基質適用範囲を明らかとする。 

一般に、インドール環を含む天然有機化合物はインドールアルカロイドと呼ばれる。特に本研究に

おいて得られる 3-スピロ-2-オキシインドール化合物は、有機化学的に興味深い構造をしていることに

加えて、有用な生物活性を有するものが存在することなどの理由から、有機化学だけでなく、医薬品な

ど他分野においても重要度が高い。このような点で、本研究テーマは幅広い科学へと貢献することが

可能であり、岡山県における科学技術社会の発達に寄与するものである。 

 

テラヘルツ波を用いたテラヘルツ波を用いたテラヘルツ波を用いたテラヘルツ波を用いた TNTTNTTNTTNT 爆薬イメージセンサーの開発爆薬イメージセンサーの開発爆薬イメージセンサーの開発爆薬イメージセンサーの開発    

岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科岡山大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科    助教助教助教助教    王王王王    璡璡璡璡    

 

本研究では、爆発物などの危険物を迅速に検出し、社会の安心安全に貢献するため、迅速かつ高精

度で爆薬物を検出できるセンサシステムを開発することを目的とする。 

研究代表者は、これまでに表面プラズモン共鳴（SPR）センサと爆薬認識ペプチドを組み合わせ

て、超高選択爆薬センサの開発を行ってきた。代表的な爆薬であるトリニトロトルエン(TNT)を高選

択かつ高感度（sub-ppm の範囲）で測定可能なセンサ表面と測定手法を開発してきた。 SPR センサ

は、ターゲットが明確な用途で高選択的にターゲットを検出できるが、非常に高価な認識素子ペプチ

ドの合成、低分子の超高感度検出やセンサアレイ化は困難であり、異なる原理の新規センサが必要で

あると思い至った。 

一方で、 テラヘルツ波は、光のように直進性 と集光性をもち、電波のように紙や布、 陶器など

を透過するため、X 線に代わる透視イメージング手法の一つとして注目されています。同時に、多く

の物質がもつテラヘルツ領域での分子の振 動や回転準位に起因する特徴的な吸収スペクトル(指紋ス

ペクトル)を調べることで、物質の同定が可能となります。 このような特徴から、空港や郵便物にお

ける爆薬や禁止薬物の検査、身の回りの有害・危険物質や空気質などのセキュリティー応用が期待さ

れています。 

本課題では、爆薬や有害化学物質を検知することができる新規テラヘルツ波イメージセンサーを開
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発・社会実装する。このような可視化システムは、危険を未然に回避し、安全、安心、快適な生活環境

を実現することが出来る。加えて、本システムにより有機分子認識素子の開発を化学科学研究者に提

供することが可能となり、岡山県の化学学科研究の促進につなげることができる。 

    

粘性溶液中での二次元炭素材料の配向とスクリーン印刷による配向三次元電極の作製粘性溶液中での二次元炭素材料の配向とスクリーン印刷による配向三次元電極の作製粘性溶液中での二次元炭素材料の配向とスクリーン印刷による配向三次元電極の作製粘性溶液中での二次元炭素材料の配向とスクリーン印刷による配向三次元電極の作製    

岡山大学岡山大学岡山大学岡山大学異分野融合先端研究コア異分野融合先端研究コア異分野融合先端研究コア異分野融合先端研究コア    助教助教助教助教((((特任特任特任特任))))     古茂田古茂田古茂田古茂田    将人将人将人将人    

 

グラフェンや酸化グラフェンなどの二次元炭素材料

は大きい比表面積、二次元構造による物質移動の容易

さなどから、次世代素材として注目されている。しか

し、電極材料として使用してもその利点を生かせない

研究が多い。その理由は表面に露出している部分が少

なく、図 2 緑部のように使用されない部分が多いため

である。そのため、本研究では二次元炭素材料の性質

を最大限生かせるように、二次元炭素を垂直に配向さ二次元炭素を垂直に配向さ二次元炭素を垂直に配向さ二次元炭素を垂直に配向さ

せた電池用電極を作製せた電池用電極を作製せた電池用電極を作製せた電池用電極を作製することを目的とする（図 3）。

これは、表面で配向させる点に新奇性表面で配向させる点に新奇性表面で配向させる点に新奇性表面で配向させる点に新奇性があり、電池に

使用すると出力や容量の向上の効果が得られる。申請

者は酸化グラフェンの電気化学的手法による大量合

成に成功しており、前述の印刷による電極の作製と合

わせ、知識、経験ともに成功の見込みがあることから

この課題を中心にした。 

岡山県ではおかやま次世代電池共創コンソーシアムおかやま次世代電池共創コンソーシアムおかやま次世代電池共創コンソーシアムおかやま次世代電池共創コンソーシアムを立ち上げ、蓄電デバイスの技術発展に注力

している。本研究は電池の蓄電容量の向上や瞬間的な出力の向上を目的としており、高性能な蓄電デ

バイスの作製の基礎技術として活用されることが期待できる。この研究により、岡山県の電池関係事

業に大きく貢献することができると考えている。 

    

ⅣⅣⅣⅣ. . . . 産業先行研究産業先行研究産業先行研究産業先行研究    岡山県産業振興財団科学技術賞岡山県産業振興財団科学技術賞岡山県産業振興財団科学技術賞岡山県産業振興財団科学技術賞 

潜熱蓄熱カプセルのナノスケール化潜熱蓄熱カプセルのナノスケール化潜熱蓄熱カプセルのナノスケール化潜熱蓄熱カプセルのナノスケール化    

岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科    講師講師講師講師        山田山田山田山田        寛寛寛寛    

 

本研究の目的は、排熱回収に利用する蓄熱物質含有

マイクロカプセルの粒径をナノスケール化することで

ある。 

熱エネルギーの有効利用は、化石燃料の輸入にエネ

ルギーを依存している現状における喫緊の課題であり、

これは沿岸部に大規模な工場

群を抱える岡山県も例外では

ない。なかでも、100 ℃以下

の低温排熱は取り出し得るエ

ネルギーが少ないことから利

用されてきておらず、効率よ

く熱を回収する技術の確立が急務とされている。本申請者はその候補として、

蓄熱物質が固体-液体間で相変化する際の潜熱(Fig. 1)に注目しており、蓄熱

物質の漏洩に対する安全性や輸送の自由度を考慮した場合、蓄熱物質が固体

殻に内包されたマイクロカプセルを液体に分散させること (Fig. 2)が最善で

 
Fig. 1 熱量と温度の関係．相変化する

際，多くの熱量を取り扱うことができる． 

図 3 目標の物質の模式図 

利点 

・高速・高速・高速・高速の物質移動の物質移動の物質移動の物質移動    

・高い・高い・高い・高い比表面積比表面積比表面積比表面積    

・高い・高い・高い・高い電気伝導性電気伝導性電気伝導性電気伝導性    

図 2 二次元材料の配向と機能する部

分（黒：機能あり 緑：機能なし） 

 
Fig. 2 マイクロカプ

セル分散流体の例 
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あると考えている。しかしながら、既に実用化されているマイクロカプセルは直径数 m と大きい。そ

こで、内包される蓄熱物質の割合を変えることなくマイクロカプセルの粒径をさらに小さくすることマイクロカプセルの粒径をさらに小さくすることマイクロカプセルの粒径をさらに小さくすることマイクロカプセルの粒径をさらに小さくすること

ができればができればができればができれば、、、、比表面積の増加による比表面積の増加による比表面積の増加による比表面積の増加による周囲流体との熱交換促進周囲流体との熱交換促進周囲流体との熱交換促進周囲流体との熱交換促進や殻厚さの低下による熱抵抗の低減や殻厚さの低下による熱抵抗の低減や殻厚さの低下による熱抵抗の低減や殻厚さの低下による熱抵抗の低減にも

つながると考えられる。 

    

触媒金属の精密制御による長尺・高密度・高結晶カーボンナノチューブ合成触媒金属の精密制御による長尺・高密度・高結晶カーボンナノチューブ合成触媒金属の精密制御による長尺・高密度・高結晶カーボンナノチューブ合成触媒金属の精密制御による長尺・高密度・高結晶カーボンナノチューブ合成    

岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科    助教助教助教助教((((特任特任特任特任))))     井上井上井上井上    寛隆寛隆寛隆寛隆    

 

炭素繊維に代表される軽量性と高強度性を併せ持つ繊維は、航空機や自動車の軽量化による燃費向

上、風力発電ブレードへの適用による高効率化及び高耐久化に寄与し、脱炭素社会の進展に大きく貢

献する材料となっている。申請者等が作製している CNT 紡績糸は、炭素繊維の 10 倍以上の理論強度を

持つ CNT を無数に束ねることで形成されていることから、理想的な構造を持った CNT の合成および効

果的なバルクスケール化プロセスを開発することができれば、炭素繊維を超える超高強度かつ軽量な

構造体の実現が期待される。現状の CNT 紡績糸の機械強度は炭素繊維の 6 分の 1 程度と低い値に留ま

っているが、この大きな原因として紡績糸を構成する CNT 自体の結晶性の低さがある。CNT 中の欠陥

は、成長後の加熱処理など後処理プロセスでは完全修復が不可能であることが示されており、まさに

CNTCNTCNTCNT の合成段階においての合成段階においての合成段階においての合成段階において、、、、現在の合成条件の概念を超えた新規な高結晶成長プロセスの開発が必要現在の合成条件の概念を超えた新規な高結晶成長プロセスの開発が必要現在の合成条件の概念を超えた新規な高結晶成長プロセスの開発が必要現在の合成条件の概念を超えた新規な高結晶成長プロセスの開発が必要と

される。従来の CNT 合成に関する研究では、合成パラメータの複雑さから、ある特定の構造（長さ、

径、密度、結晶性等）をそれぞれ別々の課題として設定し制御するという状況から脱却できていない。

本研究では、CNTCNTCNTCNT の成長核となる触媒金属の動きを精密に制御することにより合成パラメータ間のトの成長核となる触媒金属の動きを精密に制御することにより合成パラメータ間のトの成長核となる触媒金属の動きを精密に制御することにより合成パラメータ間のトの成長核となる触媒金属の動きを精密に制御することにより合成パラメータ間のト

レードオフを克服しレードオフを克服しレードオフを克服しレードオフを克服し、、、、紡績性を発現する条件である長尺紡績性を発現する条件である長尺紡績性を発現する条件である長尺紡績性を発現する条件である長尺、、、、高密度な成長を維持しつつ高結晶性を併せ高密度な成長を維持しつつ高結晶性を併せ高密度な成長を維持しつつ高結晶性を併せ高密度な成長を維持しつつ高結晶性を併せ

持つ持つ持つ持つ CNTCNTCNTCNT 合成を実現する合成を実現する合成を実現する合成を実現するという、新奇かつ挑戦的な課題となる。本課題の達成により CNT 紡績糸の高

強度化および産業利用が大きく進展すると予想され、産業界への波及効果が大きいことから、申請者

の中心課題として設定している。次世代の環境適合型素材である次世代の環境適合型素材である次世代の環境適合型素材である次世代の環境適合型素材である CNTCNTCNTCNT 紡績糸の大幅な高性能化を目指紡績糸の大幅な高性能化を目指紡績糸の大幅な高性能化を目指紡績糸の大幅な高性能化を目指

した本研究はした本研究はした本研究はした本研究は、、、、岡山県の中心産業である繊維産業と岡山県の中心産業である繊維産業と岡山県の中心産業である繊維産業と岡山県の中心産業である繊維産業と、、、、岡山市の目指す「岡山市の目指す「岡山市の目指す「岡山市の目指す「SDGsSDGsSDGsSDGs 未来都市」未来都市」未来都市」未来都市」実現を結びつ実現を結びつ実現を結びつ実現を結びつ

ける重要な役割を果たすける重要な役割を果たすける重要な役割を果たすける重要な役割を果たすものであり、岡山県における科学技術社会の発展に寄与する研究になると確

信している。    

    

太陽光発電と電気自動車を用いた電力系統安定化制御法太陽光発電と電気自動車を用いた電力系統安定化制御法太陽光発電と電気自動車を用いた電力系統安定化制御法太陽光発電と電気自動車を用いた電力系統安定化制御法    

岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科岡山大学大学院自然科学研究科    助教助教助教助教    髙橋髙橋髙橋髙橋    明子明子明子明子    

 

近年、低炭素化社会の実現のため、太陽光発電

（PV）システムと電気自動車（EV）の導入が進め

られている。需要量を上回った PV 電力は電力系統

へ逆潮流されるため、日中に系統電圧が上昇する

要因となる。安定した電力運用のためには、系統

電圧が適正範囲内に維持される必要があり、系統

電圧が上昇するのを防ぐために、PV 電力の出力抑

制制御が実施される。これは、発電機会の損失で

あり、電力自給率の低い日本において、効果的な

PV エネルギーの活用を困難としている。一方、EV

は、非走行時であり電気料金が安く設定されてい

る深夜から早朝に充電されることが多い。そのた

め、今後、EV が多くの家庭で所有されるようにな

ると、EV による充電が電力系統にとって大容量の

電力負荷となり、深夜から早朝に系統電圧が低下 図 系統安定化制御イメージ図 
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し、適正範囲を逸脱する要因となる。そこで本研究は、PV システムが大量に導入された電力系統にお

いて、分散設置された走行していない EV や蓄電池を用いて系統電圧を適正範囲内に維持すると共に、

PV システムの発電機会損失を解消する電力系統安定化制御法を開発する（図参照）。 

「晴の国」岡山は、PV システムを設置するのに適しており、日本で最大級のメガソーラーをはじめ、

多種多様な PV システムが数多く稼働している。また、岡山県には EV を製造する企業があり、これに

関連した地元企業も多い。本申請の研究により創成される技術は、安定な電力供給と運用を支えるも

のであり、岡山県下の PV システムの電力を有効に活用することに大いに貢献する。また、EV の導入拡

大を推進し、EV の付加価値を示すことができるため、岡山県の EV 関連会社への波及効果が高いと考え

る。    

 

機能性高性能高分子の一次構造制御機能性高性能高分子の一次構造制御機能性高性能高分子の一次構造制御機能性高性能高分子の一次構造制御    

岡山大学大学院環境生命科学研究科岡山大学大学院環境生命科学研究科岡山大学大学院環境生命科学研究科岡山大学大学院環境生命科学研究科    助教助教助教助教    新新新新        史紀史紀史紀史紀    

 

高性能高分子と高機能性高分子に関する研究はこの５０年の間に大きく進歩し、世界中において科

学的にも産業的にも極めて重要な位置づけとなった。しかしながら、高性能高分子が芳香族系高分子

をベースとしているのに対し、高機能性高分子はビニル系高分子がベースとなっており、重合の反応

機構が大きく異なることやキャラクタリゼーション手法の違いなど似て非なる関係であることから、

一見高分子という枠組みで同一と見られがちではあるが、実はこれらにはあまり接点がない。しかし

ながら、次世代の高分子材料創製を考えるとそれぞれの分野が真に融合されることが必要であり、新

奇高分子材料として、申請者は高性能高分子に機能性のエッセンスが付与された機能性高性能高分子

に注目している（図１）。高性能高分子は一般的に芳香環などの剛直構造の繋がりによって主鎖骨格

が構成されているため、官能基が付与されると高性能性を低下させたり重合反応点の活性を低下させ

たりすることもある。したがって、これらは機能性高性能高分子を創製していくうえで必ず解決して

いくべき課題であるといえる。申請者はこれらの問題を解決すべく、バイオマスの化学構造と重合相

変化法に注目した。芳香族系のバイオマスは化学構造だけでは想像できない機能性を発現する高付加

価値素材である。また、重合相変化法では自己テンプレート作用により反応選択性が向上し、付与さ

れた官能基の重合反応への影響は小

さくできる可能性がある。本申請テー

マでは、重合反応における反応点制御

を課題として設定し、３官能性バイオ

マスであるカフェ酸を用いた反応点

制御技術の提供を目的とする。岡山県

には多くの研究組織や化学メーカー

があり本研究が供する科学の発展に

より、岡山県の科学技術社会の発展に

大きく寄与できるものと確信してい

る。  

 

 

２２２２. . . . 学術研究助成金贈呈式学術研究助成金贈呈式学術研究助成金贈呈式学術研究助成金贈呈式    

令和 2 年度学術研究助成金の贈呈式は新型コロナウイルス感染症の影響拡大に伴い、中止いたしま

したが、後日事務局から受賞者には表彰状を授与いたしました。 

     

    

    

    

 

図図図図 1111．本申請テーマの位置づけ 

耐熱性，力学特性，
耐薬品性，etc.

重合方法論の確立

・一次構造制御（本申請課題）
・分子量制御
・効果的な機能性付与

高性能高分子
ぬれ性，光機能性，
生体適合性，etc.

高機能性高分子

次世代型高分子材料

機機機機能能能能性性性性高高高高性性性性能能能能高高高高分分分分子子子子

・バイオマス
・重合相変化（固相重合）
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《ほっと交流会《ほっと交流会《ほっと交流会《ほっと交流会》》》》    

 「岡振サロン」では色々な方に「ほっとな話題」を提供していただき、気軽に意見を

交わす「ほっと交流会」を開催しています。お気軽にご参加下さい。 

第77回交流会（開催日未定） 

講師：阪田 佑作 氏（岡山大学名誉教授） 

話題：「妄想：日本人とは何者か？いつ頃どこから来たのか--単純な疑問で素人が調

べてみた（その２）--」 

場所：岡山大学新技術研究センター1Ｆ   参加費（軽食付）： 1,000円    

    

    

    

《《《《((((公財公財公財公財))))岡山工学振興会賛助会員岡山工学振興会賛助会員岡山工学振興会賛助会員岡山工学振興会賛助会員をををを募集募集募集募集しています。しています。しています。しています。》》》》 

(公財)岡山工学振興会は、平成元年 2 月 3 日に設立された特定公益増進法人です。本財団

は、理工学に関する研究を振興するとともに、先端技術の向上を目指した大学と産業界等との

連携を図り、もって学術及び技術開発の進展に寄与することを目的としています。賛助会員に

なっていただきますと、産学交流や情報交換の機会が得られます。また、共同研究、委託研究

等についても、緻密な人的ネットワークを駆使して適切な研究者を紹介します。本会の趣旨に

ご賛同のうえ、是非とも賛助会員をお引き受け頂き、ご支援賜りたくお願い申し上げます。 

会費は、法人賛助会費（一口 50,000 円/年）、個人賛助会費（一口 5,000 円/年）で、一口また

はそれ以上をお願い申し上げています。 

申し込み手続きにつきましては、(公財)岡山工学振興会事務局までご連絡いただければ、「賛

助会員申込書」をご送付します。また、賛助会員の詳細および申込用紙は財団ホームページ

（http://ofst.or.jp/）からダウンロード出来ます。 

 

平成平成平成平成 27272727 年度から賛助会費については、定款の変更に伴い、寄附金控除の対象となりました。年度から賛助会費については、定款の変更に伴い、寄附金控除の対象となりました。年度から賛助会費については、定款の変更に伴い、寄附金控除の対象となりました。年度から賛助会費については、定款の変更に伴い、寄附金控除の対象となりました。    

    

    

賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員（法人）（法人）（法人）（法人）

 株式会社 OKI ソフトウェア 

 北興化学工業株式会社 

 安田工業株式会社 

 株式会社英田エンジニアリング 

 倉敷化工株式会社 

 株式会社システムズナカシマ 

 みのる産業株式会社 

 ナカシマプロペラ株式会社 

 新興工業株式会社 

 


